
2～3月の予定　（新型コロナウイルスの影響を鑑みて以下の通りと致します）


【中止】   2月11日（水） 13時半～　  元中通り組蠟燭講　ご消息披露法要 ＠西光寺


【中止】   2月17日（水） 13時半～　  永代経法要＠明行寺


【対象者案内】   3月   1日（月）,2日（火）　元中通り組蠟燭講　ロウソク講（物故者追悼）法要 ＠浄弘寺


【中止】   3月 17日（水） 13時半～　  仏教婦人会主催 春季彼岸会法要＠明行寺


　　!  御参拝の際には、マスク着用・暖かい服装の上、万全の体調の方のみご参加ください。　　　　　

今後のお参り等のご案内、除夜会・元旦会のご報告


　ベランダで洗濯物を干していたら、蜂が２匹偵察にやって参りました。2月はまだまだ寒いものの、春の
訪れを予感させる出来事に思わず顔が綻んでしまいます。


　しかしながら、2度目はあるまいと思われた緊急事態宣言が発令されております。現在がそういった危機
的状況であることを受け止め、感染対策を万全に行い日々のお参りを継続していく所存ですが、体調の優
れない方、諸々ご心配に感じられる方はご遠慮なくご連絡くださいませ。ご法事等も含め、日程を見合わ
せる、インターネットを通じて行うなど、都度ご相談の上で対応したく存じます。


　さて、2021年が始まって早1ヶ月です。昨年は前住職の往生、コロナ禍での仏事中止、豪雨災害による
境内地の土砂崩れ等々、ご心配をお掛けし、数えきれないお心遣いとご助力を賜りましたこと、改めて御
礼申し上げます。明行寺では年末年始にかけて除夜会・元旦会を執り行い、お陰様の節目を無事に迎える
こととなりました。例年に比べ規模を縮小しての実施となりましたが、大晦日にはおおよそ40名ほどの方
が除夜の鐘を撞きにお参りくださいました。除夜の境内を照らす竹灯籠作りも今回で3度目となり、新た
なご縁の方のご参加もございました。次回も多くのみなさまとインパクトレンチを持ち寄って、楽しい制
作の機会を持ちたいものです（コロナの心配が無くなっていますように！）。本堂での書初めのお題は、
昨年同様『もし来年の正月を迎えることができなかったら』でしたが、新年の抱負を書かれる方、今や社
会現象となった『鬼滅の刃』のカッコいい台詞を書かれる方など様々で、嬉しく興味深く拝見しておりま
す。しばらく本堂に貼り出しておりますので、お参りの際には一目ご覧くだされば幸いでございます。


　きたる2月14日は、巷ではバレンタインデーであり、明行寺では前住職釋昭思の一周忌の日です。あっ
という間のようであり、ようやっとのようでもある一年でしたが、振り返って見ればみなさまのご厚情無
くしては越えられない一年でございました。ご縁に恵まれたお蔭様の日々、慎んでお念仏申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

 明 行 寺 新 聞 2021年2月1日　vol.19　　　　　　


〒837ｰ 0901 福岡県大牟田市四ケ1525　           

Tel: 0944-58-3966 

 Mail: myogyoji.1620@gmail.com 

裏へ続く↓

格好良く撮影された鐘みんなで竹灯籠作り 静かにしっかり元旦会

大晦日の竹灯籠 前住職直筆書初めテーマ

2021 明行寺

松尾眞吾さんによる松の剪定 オリジナルコーヒーのお土産
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＝＝ コラム「念仏すればご利益があるのですか？」＝＝


　毎年、正月三が日の初詣参拝者数が話題となります。大勢の人が神社へ参拝に行き、お守りや破魔矢、熊手
などを買ったり、絵馬に願い事を書いたりして、今年がよい年であるように祈ったりします。初詣へ行く理由
は、「ご利益がある」ことを期待しているからでありましょう。

　ところで、ご利益が「ある」「ない」とは、どのような状態を言うのでしょうか。「ご利益がある」とは、
自分が願った内容の通りに実現するということであり、反対に「ご利益がない」とは、自分が願った通りには
ならないことと考えられます。つまり、ご利益の有無とは、自分の都合によって判断しているのが真相です。こ
れと同じような基準で、念仏を称えることで、ご利益があると考えるのは、念仏を自分の都合の良い手段として
とらえているのです。

　しかし、親鸞聖人は本当の利益（真実の利）とは、自己中心的な見方から生まれるのではなく、阿弥陀如来
の願いそのものであると説かれています。阿弥陀如来の願いは、自己中心の心から抜け出すことのできない者
を救うことに向けられています。お念仏を申す（称える）身になると、いまここで阿弥陀如来に抱かれ、護ら
れるという利益に恵まれるのです。浄土真宗のお寺へ参拝することで、この阿弥陀如来の願いに気づかせてい
ただきましょう。

前田壽雄師


昭和49年北海道生まれ。浄土真宗本願寺派専念寺衆徒。武蔵野大学仏教
文化研究所研究員、通信教育部人間科学部人間科学科准教授。浄土真宗本
願寺派東京仏教学院研究科講師。著書に『書いて味わう讃仏偈　重誓偈』
『教行信証のことばーやさしい法話ー』（本願寺出版社）がある。明行寺
若院が神奈川県上正寺に勤めていた際、勉強会等でお世話になった恩師。

　みなさまとご一緒に、例年通りの御正忌報恩講をお勤めできない事態が訪れるとは、想像もしないこと
でした。とはいえ本堂にお運びくださる方々のお参りをお迎えしたく、御絵伝をお飾りしました。その
四幅の掛け軸から改めて親鸞聖人のご生涯について学びますと、今日の明行寺にお念仏のおみのりが絶え
ることなく届いてくださったご縁、そのご遺徳に手が合わさります。同時に、前住職釋昭思のことが思い
出されました。この明行寺の御絵伝、裏面には1737年当時御門主であった釋住如さまから賜ったことが
記されております。約300年という時間の中でひどく傷み、仕舞い込まれていたものを前住職が数年前に
修復し、お飾りできるようになりました。とても嬉しかったとみえて、生前、お参りに来られた方を捕ま
えてはこの御絵伝の解説をしていた姿が懐かしく思い出されます。今年は、解説本を読み込んだ若坊守
が、初めてお参りにいらした方に最初から最後まで説明してみせるという一幕も。改めて御正忌報恩講と
御絵伝の有り難さを知らされたご縁でございました。来年こそは、みなさまとご一緒にお勤めできれば一
層うれしく思います。

＜ 行事レポート「改めて御絵伝をお飾りするよろこびを知った御正忌報恩講」＞

明行寺の御絵伝 裏面に釋住如（15代宗主）の文字
 元文2（1737年！） 釋愚道（ご先祖？）


詳しくはお配りした解説本を
 お参りの際のお勤め 初めてのご縁の方も
 お寺おやつクラブへの寄付！


https://www.myogyoji1620.com

